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ロンドン塔にて

大杉邦雄（昭和40年　法）

「かのTurnerの晩年の作品を見よ。

彼が画きし絵は燦欄として絵具箱を

覆したる海の如し－。」文豪夏目漱石

が評論『文学論』で賛辞を贈った英

国風景画の巨匠、ターナーの展覧会

が昨年暮、東京都美術館で開催されたが、もっとた

くさんターナーの絵を観たいということで、今年4

月初め、絵の教室の7人の仲間とロンドンに出掛け

た。漱石が留学時代に何回か足を運んだという、ター

ナーコレクションで有名な「テート・ブリテン」と

ヨーロッパ絵画の傑作が展示されている「ナショナ

ル・ギャラリー」等を観て、テムズ河畔、リーズ城、

カンタベリー大聖堂、ドーバー海峡、ブライトン（マ

リーナでヨットを描く、下の写真）等でスケッチす

る8泊10日ののんびり旅であった。

l ��　樟 杵 �＼I－繁 ．雌 �1 

ま　　　　、　　／i（／ � �二鑑三 

矯 � �　　　∴∴ 寧誉澤挙毒餐嬰 �� �　T＼‾‾で i 

逆 �け �五宣子∴　－ ��� 
∴∴∴：∴ �（）一十一 ��� 

∴∴∴∴∵∴・∴∴「r 　t 　∴／4 ㍍＼認諾 　缶周胸中 ∴鶏続落∵瀬〉1㍍ ��／な＿ ∴二十子：∴守一 ／， ��∴ 

両美術館とも過去に何回か行ったことがあるが、

水彩画を習い始めて7年目になる今回の訪問は、以

前とは違った視点から、作品を観ることができ、ま

た新たな感動を覚えた。特にターナー（1775－

1851）及び彼と同世代のトマス・ガーデイン、ジョン・

コンスダブルの鉛筆と水彩で描かれた作品は、大変

参考になった。

今回7年ぶりにロンドン塔に立ち寄ることになっ

たが、ここに来ると私はいつも夏日漱石（1867－

1916）のことを思い出す。漱石は1900年9月8日横

浜出港、10月28日ロンドン着。これより2年余りイ

ギリスで留学生活を送った。

私が初めてロンドンを訪れたのが1980年，その後

ベルギー勤務を経て、1990年以降、通算8年間ロン

ドンに駐在することになるが、この頃に読んだ漱石

の『倫敦塔』の一節が今も強く印象に残っている。
一部を引用する。「2年の留学中只1度倫敦塔を見学

したことがある。行ったのは、着後間もないうちの

ことである。其頃は方角もよく分らんし、地理など

は固より知らん。まるで御殿場の兎が急に日本橋の

真申へ掘り出されたような心持であった。」

この訪問記を読みながら、私は、文豪夏目漱石で

はなく単に1人の日本人留学生としての夏目金之助

に親近感を覚えた。1884年に22歳の若さでベルリン

に留学した森鴎外が「われヨーロッパの中央に立て

り」と胸を張っているのに対し、1900年33歳でロン

ドン留学した漱石は「まるで御殿場の兎が急に日本

橋の真申へ拠り出だされたような気持」と記してい

る。自信にあふれた鴎外よりも、ロンドン生活に不

安を抱いているごく普通の人間味あふれる夏目金之

助に共感を覚えたのである。

2年余りの留学生活の間に、漱石は何回か下宿を

変えだが、最後の下宿はテムズ川南岸のザ・チェイ

スという街であった。

漱石ゆかりのレンガ造りの家は現存しており、こ

こには、

NATSUME SOSEKI（1867－1916）

JAPANESE NOVELISTlivedhere1901－1902

と漱石の下宿だったことが書かれたプレートが掲げ

られている。

漱石は『文学論』の自序の中で、次のように述べ

ている。まず留学については気が進まなかったこと。

「当時余は特に洋行の希望を抱かず、たれがこんなと

こにきたかったか？」

ついで不満だったのは、政府が命じた研究課題が、

語学研修で英文学研修でなかったことであった。

表面のあしらいのよさはともかく、今もしっかり

残っている有色人種への軽視は当時は言わずもがな

である。そのうえ、政府から支給される学費が少な

かったため、書籍を買う費用を捻出するべく、食費

さえも切り詰めた生活だった。この頃文部省から報

告を求められた漱石は、学問の道がまだ開けていな

い苛立たしさから白紙の報告書を提出。おかしいと

感じて様子を見に行った関係者は、暗い部屋に閉じ

こもり、悲観して泣いている漱石の姿を目にする。

そのため「夏目狂せり」という電文が日本に送られ、

漱石が神経を病んでいるとのうわさが広まった。

このザ・チェイスの下宿に立て籠もり『文学論』

の準備に没頭することは、彼にとってロンドンにお

ける自分の精神を守る唯一の、いわば大いなる逃避

であった。

漱石は帰国した後、1906年に『文学論』を世に出

した。序文を抜粋する。

「ロンドンに住みたる2年は尤も不愉快の2年なり。

余は英国紳士の間にあって狼の群れに伍する1匹の

むく犬の如く、あはれなる生活を営めり。

自己の意志を以って（注：英国へ）行きたるにあらず、

自己の意志を以てすれば、余は生涯英国の地に一歩

も吾が足を踏み入ること無かるべし。」
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早稲田大学校歌の由来

猪名川一雄（昭和45年　政経）

10月9日（木）に校友会の支援講

座「早稲田大学校歌の由来」を大隈

講堂で吉田会長以下4名で聴講して

きましたので、その内容をご報告し

ます。講師は菊池哲栄氏（応援部稲

門会会長　昭和43年　理工）です。

まず、創立者・大隈侯の生涯や思想についての詳

しいお話がありました。それが校歌の歌詞に結びつ

いているのをやがて知ることになります。

早稲田大学校歌は創立25周年を記念して、作詞・

相馬御風、作曲・東儀鉄苗により明治40年（1907）

に制定されました。東京六大学では最も古い校歌で

す（東大には校歌がない）。このとき大隈侯は70歳

でしたが、相馬御風は大隈侯のことを相当研究した

ものと思われます。坪内進通などのアドバイスもあっ

たことでしょう。

校歌一番の「都の西北　早稲田の森に」の都は皇

居のことです。憲法発布、議会開設を決断した明治

天皇への大隈侯の畏敬の念が込められています。ま

た「われらが日ごろの抱負を知るや　進取の精神

学の独立」では、官吏養成のための官学とは異なり、

私学が国家有為の人材を育成するためには学問の独

立が不可欠であるとの建学の精神が表わされていま

す。

校歌二番の「東西古今の文化のうしお　一つに渦

巻く大島国の」は、日本の地理的位置は東西の文明

が調和するところにあるという大隈侯の演説からと

られています。

校歌三番の「あれ見よかしこの　常盤の森は　心

のふるさと　われらが母校」で、「心のふるさと」に

より校歌は在校生のみならず、卒業生のものともな

りました。「かしこ」は相馬御風の詞は「あしこ」で

したが、昭和47年に「かしこ」に改められました。

「わせだ　わせだ」のリフレインは当初の案では3

回でしたが、坪内遁遥が7回に改めさせました。

校歌のメロディーはアメリカのエール大学の校歌

「01d Yale」を束儀鉄宙が参考にしたものとされ

ています（エール大学の現在の校歌は変更されてい

る）。百年以上歌い継がれている早稲田大学校歌は

校歌にして応援歌、祝典歌にして行進歌の面を併せ

持ちます。校歌は陸軍戸山学校軍楽隊によって最初

に演奏されました。また、校歌制定時には校歌を歌

いながら早稲田から皇居までの提灯行列がおこなわ

れました。

早稲田に学んだ私たちはこのような素晴らしい校

歌を持っていることをあらためて誇りに思います。

校歌の早稲田の「杜」は「森」！

金井豊男（昭和41年　理工）

早稲田大学校歌は入学式から卒業

式、スポーツイベントからはては校

友の同窓会、結婚式でまで、早稲田

人のふるさとを歌い上げるものとし

て機会あるごとに愛唱されています。

校歌歌詞は、正門左側にある早稲田大学の校歌碑

（校歌制定90年と作詞者・相馬御風生誕115年に当

たる平成9年建立）に刻み込まれており、早稲田大

学の公式大学案内サイトにも掲載されています。

ところでこの早稲田大学建立精神を唱った校歌歌

詞の文字が誤って使用されていることが散見されま

す。校歌1番第1節「早稲田の森に」、また3番第1

節「常磐の森は」の部分が「杜」と誤って記載され

ている場合が多くあります。例えばDVD校歌百年、

神宮球場のスコアボード等で、また相馬御風記念館

（糸魚川歴史民俗資料館）等では「杜」の文字が使

われています。これらの詳細な経緯まではわかりま

せんが、歌詞に限定せずに考えれば、例えば大学の

出版物などでは、早稲田の「杜」という文字が広く

使われているところであり、思えば現在の早稲田に

は「森」と呼べるほどの緑はないため、（文化の森と

いう意味では）「杜」の方がしっくりと来る感じもし

ます。もともと使い始めた人も、「森」の字からくる

違和感をなくすために「杜」の字を当てたかも知れ

ません。

相馬御風は毛筆で歌詞を正規の書と併書

の形で書いていますが併書では、「森」が「木

＋成」（右図）になっています。早稲田大学高等学院

および早稲田大学卒業アルバムでは、この「木＋成」

が使われています。－　この「木＋成」は「森」の異体

字で、草書の字体を「木に戌に似た形」と捉えそれ

を「木に成」に変形させたと考えられます。「木が成っ

て森になる」という意味を込めたかったのかも知れ

ません。

校歌3番第1節の、「かしこ」は、当初「あしこ」

でしたが、その後「かしこ」と記された歌詞が圧倒

的に多くなり昭和47年に混乱を収拾するため大学理

事会で「かしこ」に統一されました。

最後に、校歌を歌う際のクライマックスである、

各番の第7節、8節はそれぞれ「わせだ」を4回、

3回繰り返しますが、その歌詞表記はひらがなで「わ

せだ」が正式です。

私見ではありますが、早稲田の「森」、「かしこの」、

常磐の「森」、校歌の掛け声としての「わせだ」は、

正式に制定された校歌歌詞であり、文字表記は正し

くなされるべきではないかと思うのです。

－6－
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